
令
和
７
年
２
月
26
日
、

富
士
見
特
別
支
援
学
校
は

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
１
年
を
か
け
て
、

学
校
の
お
誕
生
日
の
お
祝

い
を
し
て
き
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
ソ
ン
グ
を

作
り
、
50
周
年
記
念
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ひ
ま
り
ん
が
行
事
を
盛
り

上
げ
、
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
、
教
職
員
の
皆
様
、
О

Ｂ
、
О
Ｇ
の
皆
様
、
そ
し

て
い
つ
も
見
守
っ
て
下
さ
っ

て
い
る
地
域
の
皆
様
と
共

に
…
、
富
士
見
特
別
支
援

学
校
に
関
わ
り
の
あ
る
皆

様
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

に
企
画
し
て
実
行
い
た
し

ま
し
た
。

開
校
50
周
年
記
念
式
典

は
、
令
和
８
年
２
月
10
日

に
校
内
体
育
館
に
て
行
い

ま
し
た
。

お
祝
い
の
集
大
成
と
し

て
高
等
部
の
皆
さ
ん
が
参

加
す
る
と
と
も
に
、
た
く

さ
ん
の
来
賓
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
富

士
見
市
長
、
富
士
見
市
教

育
委
員
会
教
育
長
、
富
士

見
市
議
会
議
長
、
更
に
は

ふ
じ
み
野
市
教
育
委
員
会

の
方
も
お
忙
し
い
中
、
ご

出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

歴
代
の
校
長
先
生
方
、

歴
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
皆

様
も
ご
参
加
く
だ
さ
り
、

こ
れ
ま
で
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
来
賓
の

方
に
お
配
り
し
た
学
校
全

体
で
作
成
し
た
記
念
品
に

つ
い
て
、
学
校
運
営
支
援

者
協
議
会
の
皆
様
か
ら
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
無
事
に

開
校
50
周
年
記
念
事
業
を

終
え
て
、
今
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
富
士
見
特

別
支
援
学
校
が
富
士
見
市

に
あ
る
幸
せ
を
、
在
校
生
・

卒
業
生
の
居
場
所
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

文
：
富
士
見
特
別
支
援
学
校
開
校

50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
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２０２６（令和８）年 ４月１日 南畑公民館だより №５６９ (４)

令
和
７
年
度
は
、
東
中
学
校
、
富
士
見
特
別
支
援
学
校
の
両
校
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
年
で
し
た
。

開
校
以
来
、
保
護
者
・
地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た
両
校
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
い
、
実
行
委
員
会
を
中
心
に
一
年
を
通

し
て
様
々
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
記
念
事
業
を
終
え
て
の
感
想
を
各
校
の
実
行
委
員
長
に
伺
い
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
事
業

富士見特別支援学校 開校５０周年

～児童生徒一人一人の自立を育てる
笑顔あふれる学校を目指して～

50
周
年
記
念
式
典

夕涼み会にひまりんが登場

生徒手づくりの記念品

・一輪挿しの壁掛け

・富士山マグネット

・缶バッチ

マスコットキャラクター「ひまりん」

お祝い御膳給食（手打ちうどんとシフォンケーキなど）

←開校50周年記念誌

令
和
６
年
11
月
の
第
１

回
の
実
行
委
員
会
を
皮
切

り
に
、
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
メ

ン
バ
ー
、
教
職
員
、
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
、
富
士

見
市
立
東
中
学
校
創
立
50

周
年
を
祝
う
べ
く
、
会
を

重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

式
典
部
、
行
事
部
、
記
念

誌
部
、
財
務
部
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
で
議
論
と

準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
し

た
。ま

ず
行
っ
た
事
は
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
、
航
空
写
真
用

の
マ
ー
ク
、
マ
ス
コ
ッ
ト
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
で
、

こ
れ
を
皆
、
東
中
学
校
の

生
徒
達
に
作
成
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
航

空
写
真
撮
影
、
記
念
誌
作

成
、
学
校
寄
贈
品
（
ビ
ブ

ラ
フ
ォ
ン
と
い
う
楽
器
）
、

記
念
式
典
の
準
備
を
行
っ

て
い
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
11
月
28
日
、

キ
ラ
リ
☆
ふ
じ
み
に
て
記

念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

東
中
学
校
の
他
の
式
典

と
違
う
所
は
、
生
徒
が
当

日
の
司
会
進
行
や
来
賓
対

応
を
行
う
事
で
、
生
徒
自

身
も
東
中
学
校
創
立
50
周

年
を
祝
う
側
と
し
て
参
加

し
た
事
で
す
。

式
典
で
は
、
吹
奏
楽
部

に
よ
る
記
念
演
奏
、
「
映

像
で
振
り
返
る
東
中
学
校

50
年
」
上
映
、
前
生
徒
会

長
と
現
生
徒
会
長
に
よ
る

生
徒
代
表
の
言
葉
、
全
校

生
徒
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
」

の
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
代
表
の
言
葉
、
生
徒

達
に
よ
る
式
典
を
執
り
行

う
様
の
そ
の
ど
れ
も
が
立

派
で
、
会
場
に
居
た
多
く

の
人
達
が
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
た
め
の
芽
が
大
き
く
立

派
に
育
っ
て
い
る
と
感
じ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

文
：
東
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

堀
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敬
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(５) ２０２６（令和８）年 ４月１日 南畑公民館だより №５６９

創立５０「チュウ」年記念特別「ハイチュウ」

学校カラーの水色が映える記念誌

50
周
年
記
念
式
典

記念バナー（横断幕）

東 中 学 校 創 立 ５ ０ 周 年

～東風うけて未来へつなぐ東の輪～

50
周
年
記
念
事
業

生徒自身が主役の記念式典

創立50周年記念マスコット東々心
こ こ ろ

（市川絆菜さん作）
いちかわ は ん な


